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フィラーの微粉砕・解砕技術 ビーズミル 

 

１．はじめに 

フィラーは極めて多くの種類があり、化学組織、形状、粒子径等の点で変化に富んでいる。これ

らを微粒子化する粉砕・分散は重要な工程であり、この良し悪しが製品の特性を決める。粉砕・分

散機には様々な種類・特徴があるため、フィラーに合った機械を選定し、最適な条件で処理するこ

とが重要となる。また、最近では充填されるフィラーの粒子径が小さくなるに従い製品の特性が向

上することから、ナノメートルサイズまでの微細化が求められる。更に材料との均一分散など、要

求が高度化している。ここでは、ビーズミルを用いたフィラーの処理について述べる。 

 

２． ビーズミルの構造と原理１） 

ビーズミルは、粉砕媒体のビーズを粉砕室の中でアジテータを高速回転させることによって、ビ

ーズを攪拌し、ビーズに運動エネルギーを付与し、この運動エネルギーを持ったビーズに粒子を補

足させて摩擦、衝突、せん断等のビーズが持つエネルギーで粒子を微粒子化する。基本となる粉

砕操作は空気中で行う乾式と水中で行なわれる湿式とがあるが、ここでは微粒子の製造に優れて

いる湿式に関して述べる。湿式ビーズミルは、攪拌主軸と攪拌部品、ビーズとスラリーの分離部、

ベッセル、容器の両端部で構成されており、粉砕メディアであるビーズが充填されたベッセル内（粉

砕室）に溶媒（水、溶剤など）と微細化を目的とする粒子を混合したスラリーをポンプで送液し微細

化を行う。(図１) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ビーズミルの構造と原理 




